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はじめに
このたびはキヤノン製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。本製品の機能を十分に
ご理解いただき、より効果的にご利用いただくために、ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みくだ
さい。また、お読みいただきました後も大切に保管してください。

本書の読みかた

マークについて
本書では、安全のためにお守りいただきたいことや取り扱い上の制限・注意などの説明に、
下記のマークを付けています。

操作上、必ず守っていただきたい重要事項や制限事項が書かれています。機械の故障や損
傷を防ぐために、必ずお読みください。

操作の参考となることや補足説明が書かれています。お読みになることをおすすめします。

略称について
本書に記載されている名称は、下記の略称を使用しています。

LASER SHOT SCAN-100 をネットワークスキャナと表記しています。

LASER SHOT SCAN Utility for AdminをSCAN Utility for Adminと表記しています。

Microsoft  ® Windows ® 95 operating system をWindows 95と表記しています。

Microsoft  ® Windows ® 98 operating system をWindows 98と表記しています。

Microsoft  ® Windows ® Millennium EditionをWindows Meと表記しています。

Microsoft  ® Windows NT ® operating system をWindows NTと表記しています。

Microsoft  ® Windows ® 2000 operating system をWindows 2000と表記しています。

Microsoft  ® Windows ® XP operating system をWindows XPと表記しています。

Microsoft  ® Windows ® operating systemをWindows と表記しています。
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商標について
Canon、Canon ロゴ、NetSpotは、キヤノン株式会社の商標です。

LASER　SHOT は、キヤノン株式会社の登録商標です。

Microsoft、Windows、Windows NT は、米国 Microsoft Corporation の米国および他
の国における登録商標です。

その他、本書に記述されている社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。
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CHAPTER

1
ご使用の前に
   この章では SCANUtility for Admin の特長と動作環境について説明しています。

SCAN Utility for Admin の特長. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1-2

必要なシステム環境 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1-3
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SCAN Utility for Admin の特長
SCAN Utility for Adminは、ネットワークに接続されているネットワークスキャナを効率
よく管理、設定、監視するためのソフトウェアです。また、ネットワークスキャナのファー
ムウェア、ホームページ、プリンタプロファイルをバージョンアップすることもできます。
SCAN Utility for Adminは、Windows 上で動作します。

■ パスワードによるログイン
SCAN Utility for Admin へのアクセスのセキュリティを保つため、SCAN Utility for
Adminにパスワードを設定できます。

■ ネットワークスキャナの設定
SCAN Utility for Adminを使用して、個々のネットワークスキャナをリモートで設定
することができます。

■ 宛先表の作成
Eメールアドレスを2000 件まで作成し、宛先表として保存しておくことができます。

■ 既存の宛先表からのインポート
SCAN Utility for Adminでは、既存の宛先表（ネットワークスキャナ、Microsoft
Outlook、LDAPサーバ、（エクスポートされた）CSV 形式のファイル）を個々のネッ
トワークスキャナにインポートすることができます。

■ ネットワークスキャナの宛先表からのエクスポート
SCAN Utility for Admin を使用して、ネットワークスキャナの宛先表を CSV 形式の
ファイルにエクスポートすることができます。

■ バージョンアップ
最新のファームウェア、ホームページ、プリンタプロファイルを個々のネットワークスキャ
ナにダウンロードすることができます。

SCAN Utility for Adminでは、プリンタの管理や設定はできません。プリンタの管理や
設定をするときは、リモート UI や、NetSpot Device Installer、NetSpot Console
をお使いください。
リモートUIについては、プリンタに付属のリモートUIガイド（PDF）を参照してください。
NetSpo Device Installer、NetSpot Console については、プリンタに付属のソフト
ウェアガイドを参照してください。
SCAN Utility for Admin の特長 1-2
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SCAN Utility for Adminは、以下のシステム環境での動作を保証しています。

Microsoft Windows 98 Second Edition

Microsoft Windows Me

Microsoft Windows NT Server 4.0

Microsoft Windows NT Workstation 4.0

Microsoft Windows 2000 Server

Microsoft Windows 2000 Professional

Microsoft Windows XP Professional

Microsoft Windows XP Home Edition
必要なシステム環境 1-3
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2
SCAN Utility for Admin を
インストールする
   

この章では、SCAN Utility for Admin のインストール手順について説明しています。

SCAN Utility for Admin をインストールする. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2-2

SCAN Utility for Admin を削除する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2-5
2-1
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SCAN Utility for Admin をインストール
する
以下の手順に従って、SCAN Utility for Adminをインストールします。

Windows NT 4.0/2000/XPに SCAN Utility for Adminをインストールするときは、
あらかじめWindowsに Administrator のメンバーとしてログオンしてください。 

1 CD-ROMドライブにネットワークスキャナに付属のCD-ROMをセット
します。 

2 「SCAN-100」フォルダの中の「LASER SHOT SCAN Utility for
Admin」フォルダの中にある、「LASER SHOT SCAN Utility for
Admin.exe」をダブルクリックします。 

3 「ようこそ」という画面が表示されたら、［次へ］をクリックします。
SCAN Utility for Admin をインストールする 2-2
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2 
4 使用許諾契約書を読み、［はい］をクリックします。 

5 名前と会社名を入力し、［次へ］をクリックします。 

6 インストール先のフォルダを指定します。

デフォルトのフォルダにインストールするときは、［次へ］をクリックします。

インストール先のフォルダを変更する場合は、［参照］をクリックして、インストール先の
フォルダを選択するか、新しいフォルダ名を入力して［OK］をクリックします。次に、［次
へ］をクリックします。
SCAN Utility for Admin をインストールする 2-3
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7 スタートメニューに登録するフォルダを選択し、［次へ］をクリックします。 

8 設定内容を確認し、［次へ］をクリックします。

プログラムのインストールが開始します。 
9 インストールが完了したら、［完了］をクリックします。

SCAN Utility for Admin をインストールすると、［スタート］メニューの［プログラム］
に手順7で選択したフォルダが追加されます。
SCAN Utility for Admin をインストールする 2-4
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SCAN Utility for Adminを削除するときは、［スタート］メニューをクリックし、［プログ
ラム］－［LASER SHOT SCAN Utility for Admin］－［Uninstall LASER SHOT SCAN
Utility for Admin］を選択します。

Windows NT 4.0/2000/XPからSCAN Utility for Adminを削除するときは、あらか
じめWindows に Administrator のメンバーとしてログオンしてください。
SCAN Utility for Admin を削除する 2-5
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3
SCANUtility for Adminを
使用する
   この章では、SCAN Utility for Admin を起動して、ネットワークスキャナに接続する手順
や、メニューの詳細について説明しています。

SCAN Utility for Admin を起動する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3-2

パスワードを変更する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3-3

ネットワークスキャナに接続する. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3-4
ネットワークスキャナを探索して接続する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3-4

IPアドレスを指定して接続する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3-5

ネットワークスキャナのステータス表示 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3-6

SCAN Utility for Admin のメニュー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3-8
メニューバー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3-8

ツールバー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3-12

ポップアップメニュー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3-12
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SCAN Utility for Admin を起動する 
1 ［スタート］ボタンをクリックし、［プログラム］－［LASER SHOT SCAN
Utility for Admin］－［LASER SHOT SCAN Utility for Admin］を
選択します。

［ログイン］ダイアログボックスが表示されます。 

2 ［パスワード］に何も入力しないで、［OK］をクリックします。

SCAN Utility for Admin のメイン画面が表示されます。 

• デフォルトでは、パスワードは設定されていません。 
• セキュリティのため、パスワードを設定しておくことをおすすめします。パスワードの設
定方法は、「パスワードを変更する」（→P.3-3）を参照してください。 

• ログインしていないときは、ネットワークスキャナの各種設定はできません。
SCAN Utility for Admin を起動する 3-2
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1 ［ログイン］ダイアログボックスで、［パスワードの変更］をクリックし
ます。

［パスワードの変更］ダイアログボックスが表示されます。 

2 現在のパスワードと新しいパスワードを入力し、確認のため、［確認入力］
に新しいパスワードをもう1度入力します。 

3 ［OK］をクリックします。

パスワードが設定されます。

Windows XP上でSCAN Utility for Adminをお使いの場合、次の点にご注意ください。
・Windows XPに制限付きアカウントでログオンしているときは、上記手順でSCAN
Utility for Admin のパスワードを変更しても、設定が有効になりません。パスワード
の変更をするときは、Windows XPに管理者としてログオンしてください。

ここで設定するパスワードは、SCAN Utility for Admin にログインするためのパスワー
ドです。ネットワークスキャナのパスワードではありません。
パスワードを変更する 3-3
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ネットワークスキャナに接続する
ネットワークに接続されているネットワークスキャナを探索して接続する方法と、IP アド
レスを指定してネットワークスキャナに接続する方法があります。

ネットワークスキャナを探索して接続する 

1 メイン画面で、［ファイル］メニューの［デバイスの探索］を選択します。

［デバイスの探索］ダイアログボックスが表示されます。 

2 コンピュータに複数のネットワークアダプタが装着されているときは、使
用するネットワークアダプタを選択します。 

3 ［探索］をクリックします。

ネットワークに接続されているすべてのネットワークスキャナが探索されます。探索が完
了すると、ネットワークスキャナの一覧が表示されます。 

4 接続したいネットワークスキャナを選択し、［追加］をクリックします。

複数のネットワークスキャナをまとめて選択するときは、［SHIFT］キーを押しながらマウ
スの左ボタンをクリックします。1 つずつ選択するときは、［CTRL］キーを押しながらマ
ウスの左ボタンをクリックします。
ネットワークスキャナに接続する 3-4
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5 ［ログイン］ダイアログボックスが表示されたら、選択したネットワークス
スキャナのパスワードを入力します。

選択したネットワークスキャナのアイコンがメイン画面に表示されます。

ここで入力するパスワードは、SCAN Utility for Admin にログインするときのパスワー
ドではありません。ネットワークスキャナに設定されているパスワードを入力してくださ
い。ネットワークスキャナにパスワードにパスワードが設定されていないときは、何も入
力せずに［OK］をクリックしてください。

IPアドレスを指定して接続する 

1 メイン画面で、［ファイル］メニューの［新規追加］を選択します。

または、ツールバーの （新規追加）をクリックするか、 （新規デバイス）アイコンを
ダブルクリックします。

［新しいデバイスを追加］ダイアログボックスが表示されます。 

2 接続したいネットワークスキャナの IP アドレスを入力します。 

3 ［OK］をクリックします。
ネットワークスキャナに接続する 3-5
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4 ［ログイン］ダイアログボックスが表示されたら、接続したいネットワー
クススキャナのパスワードを入力します。

ネットワークスキャナのアイコンがメイン画面に表示されます。

ここで入力するパスワードは、SCAN Utility for Admin にログインするときのパスワー
ドではありません。ネットワークスキャナに設定されているパスワードを入力してくださ
い。ネットワークスキャナにパスワードにパスワードが設定されていないときは、何も入
力せずに［OK］をクリックしてください。

ネットワークスキャナのステータス表示
メイン画面には、ネットワークスキャナのステータスを表すアイコンが表示されます。
ネットワークスキャナに接続する 3-6
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それぞれのアイコンの意味は、以下のとおりです。

アイコン 説明

SCAN Utility for Admin に新しいネットワークスキャナを追加するときに、この
アイコンをダブルクリックします。

このネットワークスキャナはSCAN Utility for Admin に接続されています。この
状態のときは、ネットワークスキャナの状態を取得するためのポーリングが行われ
ます。
をクリックすると、このネットワークスキャナを削除できます。
をクリックすると、このネットワークスキャナを無効にすることができます。

ネットワークスキャナが無効になると、アイコンは に変わります。

このネットワークスキャナはSCAN Utility for Admin に接続されていません。何
らかの理由でSCAN Utility for Admin がネットワークスキャナに接続できない場
合に、このアイコンが表示されます。
をクリックすると、このネットワークスキャナを削除できます。 をクリックす

ると、このネットワークスキャナを無効にすることができます。ネットワークスキャ
ナが無効になると、アイコンは に変わります。

このネットワークスキャナは SCAN Utility for Admin 上で無効になっています。
この状態のときは、ネットワークスキャナの状態を取得するためのポーリングは行
われません。
をクリックすると、このネットワークスキャナを有効にすることができます。

ネットワークスキャナが有効になると、アイコンは または に変わります。
ネットワークスキャナに接続する 3-7
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SCAN Utility for Admin のメニュー
SCAN Utility for Adminの使いかたは簡単です。SCAN Utility for Adminの機能を使用
するには、メニュー、ツールバー、ポップアップメニューの 3 つのアクセス方法がありま
す。使いやすい方法で、ネットワークに接続されているネットワークスキャナを管理した
り、監視したりすることができます。

メニューバー
SCAN Utility for Adminのメイン画面のメニューバーには、以下のコマンドがあります。

［ファイル］メニュー
［ファイル］メニューには、以下のコマンドがあります。

■［ログイン］
SCAN Utility for Adminにログインします。

■［ログアウト］
IPアドレスを指定して、SCAN Utility for Adminからログアウトします。

■［新規追加］
IPアドレスを指定して、SCAN Utility for Adminに新しいネットワークスキャナを追
加します。

■［デバイスの探索］
ネットワーク上のネットワークスキャナを探索します。
SCAN Utility for Admin のメニュー 3-8
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■［削除］
選択したネットワークスキャナをSCAN Utility for Admin から削除します。

■［オンライン］
選択したネットワークスキャナを有効にし、ポーリングを開始します。

■［オフライン］
選択したネットワークスキャナを無効にし、ポーリングを停止します。

■［設定］
選択したネットワークスキャナの各種設定をします。

［表示］メニュー
［表示］メニューでは、メイン画面に表示させる項目を選択できます。

メイン画面には、ツールバー、ステータスバー、大きいアイコン、詳細情報を表示できま
す。選択した項目に応じて、以下のように表示されます。

大きいアイコン
SCAN Utility for Admin のメニュー 3-9
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［ツール］メニュー
[ ツール ] メニューには、以下のコマンドがあります。

■［プリンタプロファイルの更新］
ネットワークスキャナのプリンタプロファイル（プログラム）をダウンロードするとき
に選択します。プロファイルをダウンロードするときは、ファイルを選択する画面で、お
使いのプリンタ用のプロファイルを選択して、［開く］をクリックします。 

• プリンタプロファイルは、ネットワークスキャナに付属のCD-ROMの、「Profile」フォル
ダに収録されています。 

• プリンタプロファイルの詳細は、ネットワークスキャナの「ユーザーズガイド」を参照し
てください。

■［ファームウェアの更新］
ネットワークスキャナのファームウェアをアップデートするときに選択します。ファー
ムウェアをアップデートするときは、ファイルを選択する画面で、新しいファームウェ
アのファイルを選択して、［開く］をクリックします。

ファームウェアのアップデートの詳細は、ネットワークスキャナの「ユーザーズガイド」
を参照してください。

詳細情報

ツールバー

ステータスバー
SCAN Utility for Admin のメニュー 3-10
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■［ホームページの更新］
ネットワークスキャナのホームページをアップデートするときに選択します。ホーム
ページをアップデートするときは、ファイルを選択する画面で、新しいホームページの
ファイルを選択して、［開く］をクリックします。

ホームページのアップデートの詳細は、ネットワークスキャナの「ユーザーズガイド」を
参照してください。

■［宛先表管理ツール］
宛先表を編集するときに選択します。

詳細は、第4章　「宛先表を管理する」（→P.4-1）を参照してください。

■［ユーザプロファイル］
ユーザプロファイルを管理するときに選択します。

詳細は、第5章　「ユーザプロファイルを管理する」（→P.5-1）を参照してください。

■［デバイス情報更新間隔］
ネットワークスキャナの最新の状態を取得する間隔を設定します。SCAN Utility for
Admin で有効となっているすべてのネットワークスキャナに対して、ここで設定した間
隔でポーリングを行います。

［ヘルプ］メニュー
［ヘルプ］メニューには、以下のコマンドがあります。

■［トピックの検索］
オンラインヘルプの目次を表示します。

■［ヘルプ］
オンラインヘルプの1ページ目を表示します。

■［バージョン情報］
SCAN Utility for Adminのバージョン情報や著作権情報を表示します。
SCAN Utility for Admin のメニュー 3-11
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ツールバー
メイン画面には、以下のツールボタンがあります。それぞれの機能については、「メニュー
バー」（→P.3-8）を参照してください。

ポップアップメニュー
メイン画面に表示されているネットワークスキャナのアイコンを右クリックすると、ポップ
アップメニューが表示されます。

■［最新の状態に更新］
ネットワークスキャナのステータスを手動で更新するときに選択します。

■［デバイス名変更］
ネットワークスキャナの名前を変更するときに選択します。

■［デバイス情報］
ネットワークスキャナの情報を表示します。

上記以外のメニューについては、「メニューバー」（→P.3-8）を参照してください。

バージョン情報
宛先表管理ツール
オフライン
オンライン
削除
設定
新規追加
SCAN Utility for Admin のメニュー 3-12
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宛先表を管理する
   

この章では、SCANUtility for Admin の宛先表管理ツールを使用して、ネットワークスキャ
ナの宛先表を操作する手順について説明しています。
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宛先表管理ツールの概要
宛先表管理ツールを使用すると、ネットワークスキャナの宛先表を管理することができます。

宛先表を開くには、次の 3つの方法があります。 

•メイン画面でネットワークスキャナのアイコンを選択し、［ツール］メニューの［宛先表管
理ツール］を選択します。 

•メイン画面でネットワークスキャナのアイコンを選択し、ツールバーの （宛先表）を
クリックします。 

•メイン画面でネットワークスキャナのアイコンを右クリックし、ポップアップメニューか
ら［宛先表管理ツール］を選択します。

上記のいずれかを実行すると、［宛先表管理ツール］画面が表示されます。

メニューバー
［宛先表管理ツール］画面のメニューバーには、以下のコマンドがあります。

［宛先表］メニュー
［宛先表］メニューでは、宛先の追加、編集、削除と、宛先表の保存ができます。使用方法
については、「宛先表を編集する」（→ P.4-5）を参照してください。
宛先表管理ツールの概要 4-2
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［ツール］メニュー
［ツール］メニューでは、宛先表のインポート、エクスポートができます。使用方法につい
ては、「宛先表をインポートする」（→ P.4-8）、「宛先表をエクスポートする」（→P.4-16）
を参照してください。

ツールバー
［宛先表管理ツール］画面には、以下のツールボタンがあります。

保存
削除
新規追加（グループ）
新規追加（Eメール）
宛先表管理ツールの概要 4-3
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アドレスの検索
［宛先表管理ツール］画面のテキストボックスにキーワードを入力すると、そのキーワード
で始まる名前にジャンプします。また、項目名をクリックすると、その項目をキーにして
ソートすることができます。
宛先表管理ツールの概要 4-4
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Eメールアドレスを追加する 

1 ［宛先表管理ツール］画面で、［宛先表］メニューの［新規追加（E メー
ル）］を選択するか、ツールバーの （新規追加（Eメール））をクリッ
クします。

［新規追加（Eメール）］ダイアログボックスが表示されます。 

2 ユーザ名、Eメールアドレス、説明を入力します。

入力できるのは半角英数字（1byteの文字）のみです。全角文字（2byteの文字）は入
力できません。 

3 ［OK］をクリックします。 

4 ［宛先表］メニューの［保存］を選択するか、ツールバーの （保存）
をクリックし、宛先表を保存します。 

5 ［宛先表管理ツール］画面を閉じます。
宛先表を編集する 4-5
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グループを追加する 

1 ［宛先表管理ツール］画面で、［宛先表］メニューの［新規追加（グルー
プ）］を選択するか、ツールバーの （新規追加（グループ））をクリッ
クします。

［新規追加（グループ）］ダイアログボックスが表示されます。 

2 新しいグループの名前と説明を入力します。

入力できるのは半角英数字（1byteの文字）のみです。全角文字（2byteの文字）は入
力できません。 

3 左側のリストからグループに入れる宛先を選択し、［追加］をクリックし
ます。

グループから宛先を削除する場合は、右側のリストから削除する宛先を選択し、［削除］を
クリックします。

Eメールアドレスを新規に追加するには、［新規追加（Eメール）］をクリックします。 

4 ［OK］をクリックします。 

5 ［宛先表］メニューの［保存］を選択するか、ツールバーの （保存）
をクリックし、宛先表を保存します。 

6 ［宛先表管理ツール］画面を閉じます。
宛先表を編集する 4-6
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Eメールアドレスを編集する 

1 ［宛先表管理ツール］画面で、編集したい宛先を選択し、［宛先表］メ
ニューの［編集］を選択します。

［Eメールアドレスの編集］ダイアログボックスが表示されます。 

2 各項目を編集します。

入力できるのは半角英数字（1byteの文字）のみです。全角文字（2byteの文字）は入
力できません。 

3 ［OK］をクリックします。 

4 ［宛先表］メニューの［保存］を選択するか、ツールバーの （保存）を
クリックし、宛先表を保存します。 

5 ［宛先表管理ツール］画面を閉じます。
宛先表を編集する 4-7
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宛先表をインポートする
ファイルから宛先表をインポートする
ファイルからネットワークスキャナに宛先表をインポートする手順は、以下のとおりです。

既存の宛先表をネットワークスキャナにインポートするときは、あらかじめ既存の宛先表を
CSV 形式のファイルにエクスポートしておいてください。既存の宛先表をCSV形式のファ
イルにエクスポートする方法については、「宛先表をエクスポートする」（→P.4-16）を参
照してください。 

1 ［宛先表管理ツール］画面で、［ツール］メニューの［インポート］－
［ファイル］を選択します。 

2 宛先が保存されているCSVファイルを選択し、［開く］をクリックします。
宛先表をインポートする 4-8
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3 インポートする宛先を選択し、［OK］をクリックします。

複数のアドレスをまとめて選択するときは、［SHIFT］キーを押しながらマウスの左ボタン
をクリックします。1つずつ選択するときは、［CTRL］キーを押しながらマウスの左ボタ
ンをクリックします。 

4 ［宛先表］メニューの［保存］を選択するか、ツールバーの （保存）を
クリックし、宛先表を保存します。 

5 ［宛先表管理ツール］画面を閉じます。
宛先表をインポートする 4-9
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他のネットワークスキャナから宛先表をインポートする
他のネットワークスキャナから指定したネットワークスキャナに宛先表をインポートする
手順は、以下のとおりです。 

1 ［宛先表管理ツール］画面で、［ツール］メニューの［インポート］－
［LASER SHOT SCAN］を選択し、インポート元のネットワークス
キャナを選択します。 

2 インポートする宛先を選択し、［OK］をクリックします。

複数のアドレスをまとめて選択するときは、［SHIFT］キーを押しながらマウスの左ボタン
をクリックします。1つずつ選択するときは、［CTRL］キーを押しながらマウスの左ボタ
ンをクリックします。 

3 ［宛先表］メニューの［保存］を選択するか、ツールバーの （保存）を
クリックし、宛先表を保存します。 

4 ［宛先表管理ツール］画面を閉じます。
宛先表をインポートする 4-10
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Microsoft Outlook から宛先表をインポートする
Microsoft Outlook からネットワークスキャナに宛先表をインポートする手順は、以下の
とおりです。 

1 ［宛先表管理ツール］画面で、［ツール］メニューの［インポート］－
［Outlook のアドレス帳］を選択します。

インポート用のダイアログボックスが表示されます。 

2 左側のリストからインポートする宛先を選択して、［宛先］をクリック
します。

複数のアドレスをまとめて選択するときは、［SHIFT］キーを押しながらマウスの左ボタン
をクリックします。また、1つずつ選択するときは、［CTRL］キーを押しながらマウスの
左ボタンをクリックします。
宛先表をインポートする 4-11
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•［プロパティ］をクリックすると、選択されている宛先の詳細情報が表示されます。 
• テキストボックスに名前またはグループ名を入力すると、左側のリストで、その名前に一
番近い宛先が選択されます。 

3 ［OK］をクリックします。 

4 ［宛先表］メニューの［保存］を選択するか、ツールバーの （保存）を
クリックし、宛先表を保存します。 

5 ［宛先表管理ツール］画面を閉じます。
宛先表をインポートする 4-12
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LDAP サーバから宛先表をインポートする
LDAPサーバからネットワークスキャナに宛先表をインポートする手順は、以下のとおり
です。 

1 ［宛先表管理ツール］画面で、［ツール］メニューの［インポート］－
［LDAPサーバ］－［新規追加］を選択します。

［LDAP サーバの登録］ダイアログボックスが表示されます。 

•すでに LDAPサーバを登録してあるときは、LDAP サーバ名が［ツール］メニューの［イ
ンポート］－［LDAP サーバ］メニューに表示されます。インポート元のサーバを選択
し、手順 5に進みます。 

•登録済の LDAPサーバの設定を変更するときは、［ツール］メニューの［LDAPサーバの
設定］を選択します。
宛先表をインポートする 4-13
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2 ［サーバ情報］を入力します。

［サーバ名］: サーバの IP アドレスまたはURLを入力します。

［ユーザ名］: サーバにアクセスするためのユーザ名を入力します。

［パスワード］: 上記ユーザのパスワードを入力します。 

3 ［フィールド情報］を入力します。

［名前］: ［名前］フィールド（通常はCN）を入力します。

［Eメール］: ［E メール］フィールド（通常はMail）を入力します。

［説明］: ［説明］フィールドを入力します。

［部署名］: ［部署名］フィールドを入力します。 

4 ［OK］をクリックします。

［検索条件の設定］画面が表示されます。 

5 ［検索条件の設定］画面で、［検索条件］に、キーワードを入力します。

キーワードを追加する場合は、［条件の設定］で、［AND］、［OR］、［NOT］のいずれかを
選択し、検索に必要なキーワードを追加します。
宛先表をインポートする 4-14
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6 ［検索］をクリックします。

検索結果が表示されます。 

7 インポートする宛先を選択し、［OK］をクリックします。

複数のアドレスをまとめて選択するときは、［SHIFT］キーを押しながらマウスの左ボタン
をクリックします。また、1つずつ選択するときは、［CTRL］キーを押しながらマウスの
左ボタンをクリックします。 

8 ［宛先表］メニューの［保存］を選択するか、ツールバーの （保存）を
クリックし、宛先表を保存します。 

9 ［宛先表管理ツール］画面を閉じます。
宛先表をインポートする 4-15
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宛先表をエクスポートする
ネットワークスキャナからファイルに宛先表をエクスポートする手順は、以下のとおりです。 

1 ［宛先表管理ツール］画面で、［ツール］メニューの［エクスポート］を
選択します。 

2 エクスポートする宛先を保存するファイル名を入力します。 

3 ［保存］をクリックします。 

4 ［宛先表管理ツール］画面を閉じます。
宛先表をエクスポートする 4-16
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ユーザプロファイルを管理する
   

この章では、SCANUtility for Admin を使用して、ネットワークスキャナにユーザプロファ
イルを登録したり、登録されている既存のユーザプロファイルを編集する手順について説明
しています。

ユーザプロファイル管理ツールを開く . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-2

ユーザプロファイルを追加する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-3

ユーザプロファイルを変更する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-5

ユーザプロファイルを削除する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-7
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ユーザプロファイル管理ツールを開く
ユーザプロファイル管理ツールを使用すると、ネットワークスキャナのユーザプロファイル
を管理することができます。

ユーザプロファイルを登録して、セキュリティの設定をすると、登録されているユーザの
みがネットワークスキャナから E メールを送信できるようになります。セキュリティの
設定については、「管理情報を設定する」（→P.6-13）を参照してください。

ユーザプロファイル管理ツールを開く手順は、以下のとおりです。 

1 SCAN Utility for Adminのメイン画面で、ユーザプロファイルを管理
したいネットワークスキャナのアイコンを選択します。 

2 ［ツール］メニューの［ユーザプロファイル］を選択するか、ネットワー
クスキャナのアイコンを右クリックして［ユーザプロファイル］を選択
します。

［ユーザプロファイル管理ツール］画面が表示されます。
ユーザプロファイル管理ツールを開く  5-2
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新規にユーザプロファイルを追加する手順は、以下のとおりです。 

1 ［ユーザプロファイル管理ツール］画面で、［プロファイル］メニューの［新
規追加］を選択するか、ツールバーの （プロファイル）をクリックし
ます。

［ユーザプロファイル］ダイアログボックスが表示されます。 

2 各項目を入力します。

入力できるのは半角英数字（1byteの文字）のみです。全角文字（2byteの文字）は入
力できません。
ユーザプロファイルを追加する 5-3
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3 ［OK］をクリックします。 

4 ［プロファイル］メニューの［保存］を選択するか、ツールバーの （保
存）をクリックし、設定を保存します。 

5 ［ユーザプロファイル管理ツール］画面を閉じます。
ユーザプロファイルを追加する 5-4
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ユーザプロファイルを変更する手順は、以下のとおりです。 

1 ［ユーザプロファイル管理ツール］画面で、変更するユーザプロファイ
ルを1つ選択し、［プロファイルファイル］メニューの［編集］を選択
します。

選択したユーザの［ユーザプロファイル］ダイアログボックスが表示されます。 

2 ユーザプロファイルを編集します。

入力できるのは半角英数字（1byteの文字）のみです。全角文字（2byteの文字）は入
力できません。
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3 ［OK］をクリックします。 

4 ［プロファイル］メニューの［保存］を選択するか、ツールバーの （保
存）をクリックし、設定を保存します。 

5 ［ユーザプロファイル管理ツール］画面を閉じます。
ユーザプロファイルを変更する 5-6
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ユーザプロファイルを削除する手順は、以下のとおりです。 

1 ［ユーザプロファイル管理ツール］画面で、削除するユーザプロファイ
ルを選択します。 

2 ［プロファイル］メニューの［削除］を選択するか、ツールバーの
（削除）をクリックします。 

3 ［プロファイル］メニューの［保存］を選択するか、ツールバーの （保
存）をクリックし、設定を保存します。 

4 ［ユーザプロファイル管理ツール］画面を閉じます。
ユーザプロファイルを削除する 5-7
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ネットワークスキャナを設定する
   

この章では、ネットワークスキャナの設定について説明しています。
SCAN Utility for Adminでは、ネットワークに接続されているすべてのネットワークスキャ
ナをリモートで設定できます。

基本の設定をする. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6-2

ネットワークの設定をする. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6-4

コピーの設定をする . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6-6

Eメールの設定をする . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6-8

ファンクションキーの設定をする. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .6-10
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基本の設定をする
基本の設定をする手順は、以下のとおりです。

各設定項目の詳細は、ネットワークスキャナの「ユーザーズガイド」を参照してください。 

1 SCAN Utility for Adminのメイン画面で、ネットワークスキャナのア
イコンを選択します。 

2 ［ファイル］メニューの［設定］を選択するか、ツールバーの （設定）
をクリックします。

または、ネットワークスキャナのアイコンを右クリックし、ポップアップメニューから［設
定］を選択します。

［SCAN Utility for Admin の設定］ダイアログボックスが表示されます。

ファームウェアがSCAN Utility for Adminに対応していない（ファームウェアが古い）
場合、最新バージョンのファームウェアにアップデートすることをすすめるダイアログ
ボックスが表示されます。この場合は、ファームウェアをアップデートしないと、ネット
ワークスキャナの設定をすることができません。ファームウェアのアップデートについて
は、「メニューバー」（→P.4-2）のツールメニューを参照してください。 

3 ［基本］タブをクリックします。

［基本設定］ページが表示されます。
基本の設定をする 6-2
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4 各項目を設定します。

[ デバイス名 ]： ネットワークスキャナの名前を入力します。ここで設定した名前が
SCAN Utility for Adminのメイン画面に表示されます。 

5 ［更新］をクリックします。 

6 現在の設定をデフォルトにしたい場合は、［管理者］ページの［現在の設
定を標準モードにする］をクリックします。

このボタンをクリックしないときは、設定を変更しても、数分後に元のデフォルト値に戻
ります。 

7 ［OK］をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。
基本の設定をする 6-3



6
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
キ
ャ
ナ
を
設
定
す
る

ネットワークの設定をする
ネットワークの設定をする手順は、以下のとおりです。

各設定項目の詳細は、ネットワークスキャナの「ユーザーズガイド」を参照してください。 

1 ［SCAN Utility for Admin の設定］ダイアログボックスで、［ネットワー
ク］タブをクリックします。

［ネットワーク設定］ページが表示されます。 

2 各項目を設定します。

●［デバイスの IP アドレス］

［IPアドレス］: ネットワークスキャナの IPアドレスを入力します。

［サブネットマスク］: サブネットマスクを入力します。

［ゲートウェイ］: ゲートウェイアドレスを入力します。
ネットワークの設定をする 6-4
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●［サーバの IPアドレス］

［SMTPサーバ］: SMTPサーバのIPアドレスまたはホスト名を入力します。
ホスト名を入力する場合は、必ず、［DNS サーバ］でDNS
サーバの IPアドレスを入力してください。

［SMTPポート］: SMTPサーバのポート番号を入力します。

［DNSサーバ］: DNS を使用する場合は、DNS サーバの IP アドレスを入
力します。 

3 ［更新］をクリックします。 

4 現在の設定をデフォルトにしたい場合は、［管理者］ページの［現在の設
定を標準モードにする］をクリックします。

このボタンをクリックしないときは、設定を変更しても、数分後に元のデフォルト値に戻
ります。 

5 ［OK］をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。
ネットワークの設定をする 6-5
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コピーの設定をする

コピーの設定をする手順は、以下のとおりです。

各設定項目の詳細は、ネットワークスキャナの「ユーザーズガイド」を参照してください。 

1 ［SCAN Utility for Admin の設定］ダイアログボックスで、［コピー］タ
ブをクリックします。

［コピー設定］ページが表示されます。 

2 各項目を設定します。

［プリンタ名］： ネットワークスキャナが接続されているプリンタ名
を選択します。

［出力サイズ］： プリントする用紙サイズを設定します。

［地色除去（モノクロスキャン）］： 新聞紙などの原稿の地色（背景の色）を消去してコ
ピーしたいときは、［Yes］を選択します。（この設
定はモノクロでコピーするときのみ有効です。）
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3 ［更新］をクリックします。 

4 現在の設定をデフォルトにしたい場合は、［管理者］ページの［現在の設
定を標準モードにする］をクリックします。

このボタンをクリックしないときは、設定を変更しても、数分後に元のデフォルト値に戻
ります。 

5 ［OK］をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。
コピーの設定をする 6-7
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Eメールの設定をする
E メールの設定をする手順は、以下のとおりです。

各設定項目の詳細は、ネットワークスキャナの「ユーザーズガイド」を参照してください。 

1 ［SCAN Utility for Admin の設定］ダイアログボックスで、［Eメール］
タブをクリックします。

［Eメール設定］ページが表示されます。 

2 各項目を設定します。

［Subject］： Eメールのデフォルトの件名を入力します。（入力で
きるのは半角英数字（1byte の文字）のみです。全
角文字（2byteの文字）は入力できません。）

［ファイル形式（モノクロ）］： 白黒で読み込むときのファイル形式を選択します。

［ファイル形式（カラー）］： カラーで読み込むときのファイル形式を選択します。

［標準解像度（モノクロ）］： 白黒で、標準モードで読み込むときの解像度を選択
します。

［高解像度（モノクロ）］： 白黒で、高解像度モードで読み込むときの解像度を選択
します。
E メールの設定をする 6-8
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［標準解像度（カラー）］： カラーで、標準モードで読み込むときの解像度を選択
します。

［高解像度（カラー）］： カラーで、高解像度モードで読み込むときの解像度
を選択します。

［原稿タイプ］： 原稿の種類を選択します。

［圧縮率］： 画像の圧縮率を選択します。

［地色除去 ( モノクロスキャン )］： 新聞紙などの原稿の地色（背景の色）を消去して読み
込みたいときは、［Yes］を選択します。（この設定は
モノクロでコピーするときのみ有効です。） 

3 ［更新］をクリックします。 

4 現在の設定をデフォルトにしたい場合は、［管理者］ページの［現在の設
定を標準モードにする］をクリックします。

このボタンをクリックしないときは、設定を変更しても、数分後に元のデフォルト値に戻
ります。 

5 ［OK］をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。
E メールの設定をする 6-9
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ファンクションキーの設定をする
ファンクションキーの設定をする手順は、以下のとおりです。

各設定項目の詳細は、ネットワークスキャナの「ユーザーズガイド」を参照してください。 

1 ［SCAN Utility for Adminの設定］ダイアログボックスで、［ファンク
ションキー］タブをクリックします。

［ファンクションキーの設定］ページが表示されます。 

2 設定したい番号のボタンをクリックします。

［ファンクションキー］ダイアログボックスが表示されます。 

3 選択したファンクションキーに割り当てる機能を［ファンクション種類］
で選択します。
ファンクションキーの設定をする 6-10
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4 ［ファンクション種類］で選択した機能に応じて、各項目を設定します。

●［コピー］を選択した場合

［倍率］： 拡大／縮小率を設定します。

［出力サイズ］： プリントする用紙サイズを選択します。

［原稿タイプ］： 原稿の種類を選択します。

［部数］： コピーする部数を入力します。

［解像度］： 解像度を選択します。

［地色除去 ( モノクロスキャン )］： 新聞紙などの原稿の地色（背景の色）を消去してコピー
したいときは、［Yes］を選択します。（この設定はモ
ノクロでコピーするときのみ有効です。）
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●［E メール］を選択した場合

［From］： 送信元のE メールアドレスを入力します。

[Subject]： 件名を入力します。

[To]： 送信先のE メールアドレスを入力します。

[CC]： CC の送信先のEメールアドレスを入力します。

[BCC]： BCC の送信先のEメールアドレスを入力します。

[Memo]： E メールの本文を入力します。改行は［CTRL］キーを押しなが
ら［ENTER］キーを押します。

[ 詳細 ]： このボタンをクリックすると、原稿を読み込むときの詳細な設
定ができます。各項目の説明は、「Eメールの設定をする」を参
照してください。 

•［From］、［To］、［CC］、［BCC］をクリックすると、リストからEメールアドレスを選択
できます。 

• 各項目に入力できるのは半角英数字（1byteの文字）のみです。全角文字（2byteの文
字）は入力できません。 

• テキストボックスに複数のEメールアドレスを入力するときは、［CTRL］キーを押しなが
ら［ENTER］キーを押して、Eメールのアドレスを区切ります。 

5 ［更新］をクリックします。 

6 現在の設定をデフォルトにしたい場合は、［管理者］ページの［現在の設
定を標準モードにする］をクリックします。

このボタンをクリックしないときは、設定を変更しても、数分後に元のデフォルト値に戻
ります。 

7 ［OK］をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。
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ネットワークスキャナの管理情報を設定する手順は、以下のとおりです。

各設定項目の詳細は、ネットワークスキャナの「ユーザーズガイド」を参照してください。 

1 ［SCAN Utility for Admin の設定］ダイアログボックスで、［管理者］タ
ブをクリックします。

［管理者］ページが表示されます。 

2 各項目を設定します。

●［管理者情報］

［管理者ログイン名］： 管理者のログイン名を変更する場合は、［変更］をク
リックします。

［管理者Eメールアドレス］： 管理者のEメール アドレスを変更する場合は、［変
更］をクリックします。

［管理者パスワード］： 管理者のパスワードを変更する場合は、［変更］をク
リックします。
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●［セキュリティ設定］

［セキュリティ機能（Eメール）］： ユーザプロファイルが登録されているユーザのみが
Eメールを送信できるようにするには、［Yes］を
選択します。［Yes］を選択した場合、E メールを
送信するときに、ユーザ名とパスワードの入力が必
要です。（ユーザ名とパスワードは、ユーザプロ
ファイルに定義されています。）

［送信後に宛先を宛先表に追加］： ［Yes］を選択すると、送信時に操作パネルで入力し
た宛先を宛先表に登録できるようになります。（登録
できるのは、［To］に入力した宛先のみです。）

●［デフォルト発信元設定］

［From（Eメール）］： デフォルトのEメールアドレスを入力します。 

3 ［更新］をクリックします。 

4 現在の設定内容をデフォルトにしたい場合は、［現在の設定を標準モード
にする］をクリックします。

このボタンをクリックしないときは、設定を変更しても、数分後に元のデフォルト値に戻
ります。 

5 ［OK］をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。
管理情報を設定する 6-14
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